
平成 28 年度 第 3 回 香川県渋滞対策協議会 

 

日 時：平成 29 年 3 月 22 日（水）13:30～ 

場 所：香川河川国道事務所 2F 第 1･2 会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

 

１． 開 会 

２． 会長挨拶（香川河川国道事務所 所長） 

３． 議 事 

（１） これまでの経緯 

（２） 新たな渋滞対策の検討について 

（３） 道路を賢く使う取り組みについて（経路誘導社会実験効果検証結果報告） 

（４） 道路を賢く使う取り組みについて（高速道路活用検証実施状況報告） 

４． 意見交換 

５． 閉 会 

 

 

 

 

 配布資料  

１．議事次第 

２．出席者名簿 

３．配席図 

４．（資料－１） 香川県渋滞対策協議会 説明資料 
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香川大学 工学部 安全システム建設工学科 准教授   

四国地方整備局 香川河川国道事務所 事務所長    議  長 

 道路部 道路計画課長  代理：（建設専門官） 

香川河川国道事務所 副所長   

          〃      事業対策官    

          〃      道路調査課長   

          〃      工務第二課長   

          〃      交通対策課長   

四国運輸局  香川運輸支局 首席運輸企画専門官   

香 川 県   危機管理総局 くらし安全安心課長  代理：（主任） 

       土 木 部  道 路 課 長  随行：（副主幹） 

         〃    都市計画課長  随行：（副主幹） 

香川県警察本部 交 通 部  参事官兼交通企画課長   

         〃    参事官兼交通規制課長  随行：（所長補佐） 

         〃       交 通 管 制 官   

高 松 市  都市整備局 都市計画課長  代理：（課長補佐） 

〃    道路整備課長  
代理：（課長補佐） 

随行：（課長補佐） 

本州四国連絡高速道路(株)坂出管理センター所長   

西日本高速道路(株) 四国支社 企画調整課長  代理：（交通計画課長） 

西日本高速道路(株) 四国支社 香川高速道路事務所長  随行：（統括課長） 

西日本高速道路(株) 四国支社 高松工事事務所長   

一般社団法人 香川県トラック協会 専務理事  （欠席） 

香川県タクシー協同組合    専務理事  （欠席） 
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⾹川県渋滞対策協議会 説明資料

資料-１

平成28年度 第３回⾹川県渋滞対策協議会 資料

平成29年3⽉22⽇

⾹川県渋滞対策協議会



１．これまでの経緯
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平成27年度
対策箇所の進捗状況、今後の⾒通しの確認 平成27年9⽉30⽇ 協議会

香川県渋滞対策協議会１．これまでの経緯

主要渋滞箇所の公表※

本⽇の議題

平成25年1⽉25⽇ 公表
※⼀般道（⾹川県内）53箇所
⾼速道路（四国4県）13区間（うち⾹川県内6区間）

対応⽅針、マネジメントサイクルの決定 平成25年6⽉25⽇ 協議会

平成24年度

平成25年度

平成26年度

【検討の流れ】

渋滞要因の詳細分析、主要渋滞箇所の対策のとりまとめ 平成27年3⽉25⽇ 協議会

個別箇所の具体対策の提案による議論（提案）

最新交通データによる渋滞状況検証

新たな渋滞対策の検討、道路を賢く使う取り組み

平成28年度

マネジメントサイクルによる継続的な取組の実施

平成28年3⽉25⽇ 協議会 作業部会

平成28年7⽉25⽇ 協議会
（7⽉ 7⽇ 作業部会）
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平成29年1⽉17⽇ 協議会
（12⽉ 6⽇ 作業部会）

平成29年3⽉22⽇ 協議会
（3⽉17⽇ 作業部会）



２．新たな渋滞対策の検討
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香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討

○今回、主要渋滞箇所（⼀般道：５２箇所）のうち、短期に渋滞緩和に寄与する事業がない箇所を対象に、個別箇所の対策により効果が⾒込
まれる箇所について対策を検討。

【新たな渋滞対策の検討にあたっての考え⽅】

①短期に渋滞緩和に寄与する事業が存在する箇所
１４箇所

②別途対策が必要な箇所
主要渋滞箇所３８箇所

■前回渋滞対策検討箇所：
潟元、琴電松島踏切、伏⽯町、福岡町1丁⽬
峰⼭⼝・上天神町・三条町・伏⽯町

本⽇の提案箇所

検討箇所抽出
①隣接区間の交通量の変化
②右折（左折）交通量
③通勤時間帯の交通量のピーク特性
④上下線別の交通量の差異
⑤休⽇に顕著な渋滞が⾒られる箇所 等

■今回の新たな渋滞対策検討箇所：
②⾼松町、檀紙

今回提案箇所で
着⽬する特徴
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主要渋滞箇所（⼀般道）
５３箇所

◆渋滞が解消した箇所（１箇所）



香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討
■以下の２交差点において、新たな渋滞対策の検討を⾏った。

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続しており、
複数の主要渋滞個所を含む区間

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に広がっており、
複数路線に跨り複数の主要渋滞個所を含む区域

(主)円座香南線(中間工区)

(一)太田上町志度線
(六条工区)

高松海岸線
（玉藻工区(一部)）

高松自動車道の
４車線化

凡 例

：①短期に渋滞緩和に寄与する事業が存在する箇所

：②別途対策が必要な箇所

：①の同一事業による対策括り

対策
メニュ－ 道路整備

具体な
対策（案）

1

2

3

4

5

6

木太鬼無線(木太工区)

(一)太田上町志度線
(太田工区)

木太鬼無線
(西春日・鶴市工区)
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No 事業名
1 （主）円座⾹南線（中間⼯区）
2 （⼀）太⽥上町志度線（太⽥⼯区）
3 ⾼松海岸線（⽟藻⼯区（⼀部））

No 事業名
4 ⽊太⻤無線（⻄春⽇・鶴市⼯区）
5 ⽊太⻤無線（⽊太⼯区）
6 （⼀）太⽥上町志度線（六条⼯区）
7 ⾼松⾃動⾞道の４⾞線化

5

1.⾼松町交差点

2.檀紙交差点



1φ 2φ 3φ

北方向 赤70 青33　黄3　赤3 赤41

南方向 赤70 赤39 青34　黄3　赤4

東西方向 青65　黄3　赤2 左折のみ　青33　黄3　赤3 赤41

ｻｲｸﾙ長 ―

流動図

現示
秒数

150※

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：左折交通量）

１）⾼松町交差点

■⾼松町交差点は変形交差点のため、南北⽅向の停⽌線間距離が⻑く、独⽴現⽰運⽤になっており、ロスタイムが⻑く、交差点としての容量は低下している。
■⻄⾏きは左折⾞両が多いが、左折滞留⻑不⾜により、左折⾞両の滞留による直進⾞両の進⾏阻害や、直進⾞両の滞留によって、左折⾞両が左折⾞線に進⼊
できない状況が⾒られた。

■ 交差点形状

■ 信号現示

■ 旅行速度（民間プローブデータH27.4-H28.3平日）

渋滞要因①：
朝夕の交通集中
（全方向）
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渋滞要因③：
左折滞留長不足（東側）

■ 現地写真

出典：民間プローブデータ（H27.4-H28.3平日）、H22道路交通センサス

左折車両の滞留による、
直進車両の進行阻害

撮影日時：H28年10月7日 撮影日時：H28年10月7日

左折滞留長の不足により、
左折車両が左折車線に
進入できない状況

高松町交差点

写真②

写真①

写真① 写真②

20km/h未満

H29.2.20時点 香川県警提供 6

この写真は、国土地理院の空中写真に路線名等を追記して掲載したものである。（2007年撮影）

渋滞要因②：
南北方向独立
現示による
ロスタイム増加

至

徳
島至

高
松
駅

至 牟礼

至 中新

渋滞要因②：
南北方向独立現示に
よるロスタイム増加

西行き方向別交通量（朝ピーク3時間）

直進：75％（1,042台/時）
左折：25％（341台/時）

資料：交通量調査（H23.3.8 7～10時） 国交省調べ

※当該交点は、モデラート信号制御のため、各方向の現示秒数・サイクル長は交通量によって変動する
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香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：左折交通量）

１）⾼松町交差点

■⾼松町交差点の東⻄⽅向は、朝ピーク時は⻄⾏き、⼣ピーク時は東⾏きの交通量が多い。
■東⻄⽅向は左折交通が多く（右折不可）、南北⽅向は右折交通が多く、左折交通はほとんどない

7

南行き

西行き

北行き

東行き

■ 信号現示

1φ 2φ 3φ

北方向 赤105 青47　黄3　赤3 赤43

南方向 赤105 赤53 青36　黄3　赤4

東西方向 青99　黄3　赤3 左折のみ　青47　黄3　赤3 赤43

サイクル長

北方向 赤56 青46　黄3　赤3 赤37

南方向 赤56 赤52 青30　黄3　赤4

東西方向 青50　黄3　赤3 左折のみ　青46　黄3　赤3 赤37

サイクル長

夕

145

201

朝

流動図

北

南

西 東

北

南

西 東

北
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西 東

※H23.3.8 国交省調べ

※交通量調査(朝夕ﾋﾟｰｸ3時間)：H23.3.8 国交省調べ、警察トラカン：H28.9-11平日平均 香川県警提供

■ 交差点方向別流入交通量

○朝ピーク時（７時台）

断面
978(台/時)

399(台/時)
41%

579(台/時)
59%

左折

直進

380(台/時)
24%

1,198(台/時)
76%

左折

直進

断面
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断面
301(台/時)
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1,578(台/時)

201(台/時)
48%

直進
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52%
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0(台/時)
0%

左折

129(台/時)
43%

1(台/時)
0%

171(台/時)
57%

直進左折 右折

○夕ピーク時（17時台）

断面
1,520(台/時)

483(台/時)
45%

838(台/時)
55%

左折

直進

334(台/時)
31%
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69%
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直進

断面
434(台/時)

断面
357(台/時)

断面
1,076(台/時)

194(台/時)
38%

直進

211(台/時)
61%

右折

0(台/時)
0%

左折

140(台/時)
39%

8(台/時)
0%

209(台/時)
59%

直進左折 右折

※H23.3.8 国交省調べ

■ 交差点流入交通量

東西方向は
左折交通割合が

高い

南北方向は
右折交通割合が

高い

東西方向は
左折交通割合が

高い

南北方向は
右折交通割合が

高い



香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：左折交通量）

１）⾼松町交差点

■⻄⾏き流⼊部は左折交通が多く、左折滞留⻑が不⾜し、左折滞留⾞両による後続直進⾞両の進⾏阻害が発⽣。直進交通が卓越するサイクルでは、左折⾞両
が左折⾞線に進⼊できない状況も⾒られる。
■左折交通が多く、第1⾞線の直進交通容量が低下していると考えられる。
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■ 渋滞要因分析（西行き流入部）

直進車 左折車

至

徳
島

至

高
松
駅

至

徳
島

至

高
松
駅

左折車両の滞留による、
直進車両の進行阻害

左折滞留長の不足により、
左折車両が左折車線に
進入できない状況

高松町交差点

写真②

写真①

写真① 写真②

左折交通が多く
滞留長が不足

50m
100m

150m
200m 250m

左折滞留長が不足し
直進車両が多い場合は
左折車線に進入できない

左折車両の混入率が高く
第1車線の直進容量が低下



香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：左折交通量）

１）⾼松町交差点

■着⽬点：⾼松町交差点における短期対策検討では、⻄⾏きの左折滞留⻑不⾜と独⽴信号現⽰によるロスタイムに着⽬。
■対策案：⻄⾏きの左折滞留⻑の延伸とともに、従道路の独⽴信号現⽰を活かした、⻄⾏きの左折⾞両の先出しの対策案を議論。
■期待する効果：左折交通の円滑化、直進⾞の容量拡⼤、左折滞留⾞両のはみ出しの解消による安全性向上が期待。

■ 対策案

■ 渋滞要因と対策方針

現地踏査等より考えられる要因 課題 対策案

・西行きの左折滞留長の延伸（短期対策）

・主道路の高架化（長期対策）

現状

・信号現示運用の変更（短期対策）

⇒西行きの左折車両の先出し

高松町交差点

1φ 2φ 3φ

現況

対策後

流動図

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

対策案②：
左折現示の先出し
（西行き）
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・ 朝夕ピーク時に長い滞留
が発生（全方向）

・ 朝ピーク時に左折滞留車
両による後続直進車両の
進行阻害が発生（西行き）

① 朝夕ピーク時の交通集中

② 従道路側の独立信号現示によるロスタイム

③ 左折滞留長不足（西行き）

・交通容量確保

・左折交通の円滑化（西行き）

・左折交通の円滑化（西行き）

・直進車の容量拡大

・左折滞留車両のはみ出し解消による

安全性向上

期待する効果期待する効果

対策案①：
左折付加車線延伸（西行き）
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香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：右折交通量）

２）檀紙交差点

■檀紙交差点の東⻄⽅向は、朝⼣ピーク時の交通量が多いが、⻘時間⽐率が⼤きく、⽚側3⾞線のため、交通処理台数は多い。
■南⾏きについては、右折⾞線２⾞線に対し、左直⾞線が1⾞線しかないため、朝⼣ピーク時には速度低下が発⽣。

■ 交差点形状

■ 信号現示

南行き

20.0

北行き

20.0

東行き

20.0

西行き

20.0

■ 旅行速度（民間プローブデータH27.4-H28.3平日）

■ 現地写真

撮影日時：H29年3月1日 撮影日時：H28年10月7日

写真① 写真②

渋滞要因①：
朝夕の交通集中
（東西方向）

写真①
写真②

左直レーンで非常に長い
滞留が発生（渋滞発生）

渋滞要因②：
左直方向の容量不足
（車線構成：左直・右・右）
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出典：民間プローブデータ（H27.4-H28.3平日）、交通量調査結果（H28.2.14 国交省調べ）この写真は、国土地理院の空中写真に路線名等を追記して掲載したものである。（2007年撮影）

至

徳
島

至

松
山

至 高松駅

至 高松西IC

1φ 2φ 3φ 4φ

東西方向 青87　黄3 青8　黄2　赤3 赤46 赤11

南北方向 赤90 赤13 青43　黄3 青6　黄2　赤3

ｻｲｸﾙ長 7時台

流動図

現示
秒数

(7時台)

160※

現況

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

北

南

西 東

H29.2.14（7時台）国交省調べ

※当該交点は、モデラート信号制御のため、各方向の現示秒数・サイクル長は交通量によって変動する

左直レーンで非常に長い
滞留が発生（渋滞発生）



香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：右折交通量）

２）檀紙交差点

■檀紙交差点では、H23年に⾼松坂出有料道路無料化以降、交通流動が変化していると考えられる。
■交差点別⽅向別交通量をみると、南⾏き流⼊部では朝⼣ピーク時ともに、H21からH28にかけて右折⾞が約３割減少。
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○高松坂出有料道路の位置

檀紙交差点

●高松坂出有料道路の無料化
（H23.3.27実施）

この地図は、国土地理院の地理院地図に
交差点位置等を追記して掲載したものである。

■ 交差点方向別交通量（朝ピーク：７時台）

○H21年度

断面
1,570(台/時)

123(台/時)
8%

1,345(台/時)
86%

左折

直進

463(台/時)
21%

1,645(台/時)
76%

左折

直進

断面
711(台/時)

断面
906(台/時)

断面
2,174(台/時)

360(台/時)
51%

直進

291(台/時)
41%

右折

60(台/時)
8%

左折

717(台/時)
79%

69(台/時)
8%

120(台/時)
13%

直進左折 右折

○H28年度

断面
2,073(台/時)

256(台/時)
12%

1,742(台/時)
84%

左折

直進

163(台/時)
10%

1,362(台/時)
84%

左折

直進

断面
685(台/時)

断面
948(台/時)

断面
1,613(台/時)

414(台/時)
60%

直進

203(台/時)
30%

右折

68(台/時)
10%

左折

700(台/時)
74%

122(台/時)
13%

126(台/時)
13%

直進左折 右折 ※H29.2.14 国交省調べ

西行きは
左折交通割合が

高い

南行きは
右折交通割合が

高い

有料道路無料化後
右折交通割合が

低下

76(台/時)
3%

右折

120(台/時)
6%

右折

88(台/時)
5%

右折

75(台/時)
4%

右折

※H22.2.3 国交省調べ

■ 交差点方向別交通量（夕ピーク：17時台）

○H21年度

断面
1,594(台/時)

185(台/時)
12%

1,281(台/時)
80%

左折

直進

257(台/時)
15%

1,344(台/時)
79%

左折

直進

断面
945(台/時)

断面
726(台/時)

断面
1,702(台/時)

412(台/時)
44%

直進

442(台/時)
47%

右折

91(台/時)
10%

左折

496(台/時)
68%

75(台/時)
10%

155(台/時)
21%

直進左折 右折

○H28年度

断面
1,589(台/時)

173(台/時)
11%

1,298(台/時)
82%

左折

直進

168(台/時)
11%

1,245(台/時)
81%

左折

直進

断面
789(台/時)

断面
768(台/時)

断面
1,533(台/時)

397(台/時)
50%

直進

290(台/時)
37%

右折

102(台/時)
13%

左折

529(台/時)
74%

83(台/時)
11%

156(台/時)
20%

直進左折 右折 ※H29.2.14 国交省調べ

北行きは
右折交通割合が

高い

南行きは
右折交通割合が

高い

有料道路無料化後
右折交通量が

減少

101(台/時)
6%

右折

102(台/時)
8%

右折

120(台/時)
8%

右折

118(台/時)
7%

右折

※H22.2.3 国交省調べ

北行きは
右折交通割合が

高い

■ 南行き流入部右折交通量（ピーク時）

291 

442 

203 

290 

0

100

200

300

400

500

7時台 17時台

交
通

量
（
台

/
h
）

H21 H28

※H21：H22.2.3 国交省調べ
H28：H29.2.14 国交省調べ

30%減

34%減



香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：右折交通量）

２）檀紙交差点

■檀紙交差点の南⾏きについては、右折⾞線２⾞線に対し、左直⾞線が1⾞線しかないため、朝⼣ピークにおいて⾮常に⻑い滞留が発⽣し、渋滞発⽣。

12

■ 交差点方向別交通量・滞留長・渋滞長

南行き断面

東行き断面

西行き断面

北行き断面

※H29.2.14 国交省調べ
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右折車線で
渋滞が発生

左直・直進車線で
渋滞が発生

右折車線で
渋滞が発生

右折車線で
渋滞が発生 右折車線で

渋滞が発生 右折車線で
渋滞が発生

左直車線で
渋滞が発生

左直車線で
渋滞が発生

観測・需要
交通量とも

に最大

至

高
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西
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Ｊ
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駅

至 坂出市

至 徳島市
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600mこの地図は、国土地理院の地理院地図に断面位置図等を追記して掲載したものである。

南行き

東行き

西行き

北行き

檀紙

滞留長 渋滞長 交通量

直進車 右折車

右折車線2車線のため、
右折車の滞留車列は

伸びない

左直車が第1車線に並ぶため
滞留車列が手前の信号まで

到達する

0

100

200

300

400

500

600

700

800

7
時

台

8
時

台

9
時

台

1
0
時

台

1
1
時

台

1
2
時

台

1
3
時

台

1
4
時

台

1
5
時

台

1
6
時

台

1
7
時

台

1
8
時

台

交
通

量
(台

/
h
)

合計 左折 直進 右折

南行き断面12時間交通量

左折車は朝夕ピーク時に減少
直進・右折車は朝夕ピーク時に増加
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香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：右折交通量）

２）檀紙交差点

■朝⼣ピーク時における南⾏き⾞両の速度低下区間は、右折⾞両では交差点から100〜200m付近までの⼀⽅、直左⾞両では400〜500ｍ付近まで到達。
■左直⾞線と右折⾞線で交差点通過時間に⼤幅な差があり、最⼤７分の差が発⽣。
■左直⾞両の交通需要に対し⾞線数が不⾜する⼀⽅、右折⾞線は⽐較的容量に余裕があるため、⾞線運⽤や信号現⽰運⽤による交通容量の配分変更の余地
があるといえる。

■ 渋滞要因分析（南行き流入部）
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檀紙

≪地点速度分布図≫

■【朝ピーク7～8時台】南行き 直左車両 ■【夕ピーク17～18時台】南行き 直左車両
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構
成

比

■【朝ピーク7～8時台】南行き 右折車両 ■【夕ピーク17～18時台】南行き 右折車両

至

高
松
西
Ｉ
Ｃ

至

Ｊ
Ｒ
高
松
駅

至 坂出市

至 徳島市

出典：ETC2.0走行履歴データ（H27.11平日合計） ※m：檀紙交差点からの距離、n：各距離帯でのサンプル数

南行きの右折車線
テーパ長は約100m

写真

写真

右折 右折 直左

0m

100m

200m

300m

400m

500m

600mこの地図は、国土地理院の地理院地図に断面位置図等を追記して掲載したものである。

直左 61％（62台/12h）

右折 39％（39台/12h）

□方向別割合

出典：ETC2.0走行履歴データ
（H27.11平日7～19時平均値）

速度低下の影響は、
200m付近まで

ピーク時の滞留は、
500m付近まで到達

ピーク時の滞留は、
400m付近まで到達

速度低下の影響は、
100m付近まで

直進車 右折車

※H29.2.14 国交省調べ

≪車線別交差点通過時間≫
※滞留車列末尾の車両が交差点を通過するのに要した時間

撮影日時：H28年10月7日

約７分差

左直車線と右折車線で
通過時間に大きな差

最大８分

最大５分

～10km/h

～50km/h

～30km/h
～20km/h

50km/h以上

～40km/h

特定時間帯（8:10～8:20）に
一時的に交通集中



香川県渋滞対策協議会２．新たな渋滞対策の検討（ ②：右折交通量）

２）檀紙交差点

■着⽬点：檀紙交差点の対策検討では、南⾏きの⾞線別の交通需要が不均衡であることに着⽬。
■対策⽅針：直近で周辺道路（(主)円座⾹南線(中間地区)、⽊太⻤無線(⻄春⽇・鶴市⼯区)）の開通が⾒込まれていることから、開通後の交通流動変化も

踏まえながら、検証を継続していく。
短期対策として、停⽌線の前出しによる交通容量拡⼤を実施（H29.3.6）。今後、混雑緩和状況を検証していく。

■期待する効果（実施済み対策）：交通容量の拡⼤による交通混雑緩和が期待。

■ 渋滞要因と対策方針

現地踏査等より考えられる要因

・ 朝夕ピーク時の左直車線で
長い滞留が発生（南行き）

課題 対策案

・停止線位置の前出し（短期対策）【実施済】

現状

① 車線別の交通需要の不均衡（南行き）

・車線別の交通需要と交通容量

のバランスの平準化（南行き）

・交通容量の拡大による混雑緩和

期待する効果期待する効果

■ 実施済み対策

対策前 対策後

対策：
南行きの流入部の停止線前出し
（二段階停止線の廃止含む）

■ 周辺路線の開通予定

・周辺道路開通後の状況を踏まえて再検証

(主)円座香南線
(中間工区)

【H29年度予定】

木太鬼無線
(西春日・鶴市工区)
【H30年度予定】

檀紙交差点

道路整備により、交通流動
の変化が予測される

・交通容量の確保（南行き）
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３．道路を賢く使う取り組み（経路誘導による渋滞対策）
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■実施時期 ：H28.11/14〜12/11（平休）
■転換対象交通 ：国道11号を利⽤し、⾼松市街地へ向かう交通（往復⽅向） ※ただし、看板等は往路⽅向のみ設置
■転換対象エリア：⾼松市以⻄
■広報媒体 ：路上看板、道路横断幕、道路情報板、チラシ、WEB広告、ラジオ

香川県渋滞対策協議会５．道路を賢く使う取り組み（経路誘導による渋滞対策）【社会実験広報計画 概要】

○広報媒体と頻度
1 路上看板

2 道路横断幕

3 道路情報板

4 チラシ

5 ホームページ専⽤サイト＋WEB広告

6 ラジオ

○箇所数 ：１２箇所（4箇所×3枚）
○設置箇所：主要交差点手前

※いずれも高松駅方面向きのみ

○箇所数 ：４箇所
○設置箇所：横断歩道橋 等

※いずれも高松駅方面のみ

○箇所数 ：3箇所（国交省2、警察１）
○実施箇所：国道１１号、３２号 情報板

※高松駅方面のみ

○枚 数 ：３０００枚 ハガキ付
○設置箇所：コンビニ、スーパー、うどん店、玉藻公園

府中湖PA、フェリーのりば 等

○頻 度 ：約１１０万回以上／月
○掲載箇所：大手検索サイト（香川エリア）

○概 要：平日３回／日 × ２０日間
休日３回／日 × １０日間

16

○広報箇所

道路情報板

横断幕
路上看板



■１．利⽤経路・旅⾏速度データを⽤いた検証 ：国道11号の交通量減少・渋滞緩和、国道11号から県道176号への転換
■２．ヒアリング・アンケート調査結果を⽤いた検証 ：情報の認知、意識の変容、⾏動の変容

香川県渋滞対策協議会

○効果検証箇所 ○効果検証項⽬と使⽤データ

凡 例
国道11号経由ルート
迂回ルート
主要渋滞箇所
分岐ポイント

【速度分布】
30km/h以上
20km/h以上30km/h未満
10km/h以上20km/h未満
10km/h未満

出典：⺠間プローブデータ（H27.11 休⽇11時台）

中間町
高松西IC

新西山崎

寿町

トラカンデータ分析：国道11号の交通量減少

1-2 プローブデータ分析：国道11号の渋滞緩和

1-3 Bluetooth調査分析：国道11号から県道176号への転換

2-1 ヒアリング調査

2-2 アンケート調査

⻄永井

国分寺⽀所前
成合⼤橋⻄

峰⼭⼝

上天神町

ゆめタウン⼊⼝(東紙町）

中新町

番町

番町1丁⽬

○使用データ：香川県警トラカンデータ
○調査箇所：国道11号 中野町(南北)、檀紙交差点(北向)

県道176号 郷東町(北向)
○検証方法：実験前・中の断面交通量比較

176

178

12

44

○使用データ：民間プローブデータ
○区間：県道12号中間町～国道11号～国道30号寿町

県道12号中間町～県道176号～国道30号寿町
○期間：実験前 H27.11.14～12.11、実験中 H28.11.14～12.11

○使用データ：Bluetooth調査結果
○調査方法：ｽﾏｰﾄﾎﾝﾚｼｰﾊﾞによる進行車両のMACアドレス取得
○実施日 ：H28.11.6、H28.12.4、H28.12.11 計3回
○実施箇所：国道11号檀紙交差点(東向)

県道12号中間町交差点（東向）
国道32号新西山崎交差点(北向)
国道30号寿町交差点 (東・北向)

○分析内容：国道11号・県道176号の交通分担率比較

○実施箇所：高松駅周辺(ﾏﾘﾀｲﾑﾌﾟﾗｻﾞ、ｻﾝﾎﾟｰﾄ高松 他)
○実施日 ：H28.12.4
○調査項目：回答者属性

・調査日の行動(目的、経路)
・国道11号の渋滞対策(情報提供)について
・広報媒体の内容(種類、わかりやすさ)
・転換意向、理由

○実施方法：配布するチラシにハガキ同梱
○実施箇所：市内および周辺のコンビニ等想定
○調査項目：利用経路、経路変更の意向、情報のわかりやすさ

1-1
Bluetooth調査 ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査

ﾄﾗｶﾝ

檀紙

ﾄﾗｶﾝ

郷東町北

ﾄﾗｶﾝ

ｱﾝｹｰﾄ調査

郷東町

３．道路を賢く使う取り組み（経路誘導による渋滞対策）【効果検証計画 概要】
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24% 24% 22% 22%

76% 76% 78% 78%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事前

(30100台/12h)

実施中

(29500台/12h)

事前

(25300台/12h)

実施中

(25200台/12h)

平日 休日

交
通

分
担

率

41%

42%

46%

59%

58%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事前

(730台/12h)

実施中①

(907台/12h)

実施中②

(1084台/12h)

■転換対象交通（檀紙交差点〜寿町交差点への交通）の交通分担率を⾒ると、県道176号の利⽤割合が実施前・実施中で1〜5％増加。
■国道11号・県道176号の断⾯交通量は、実施前・実施中で⼤きな変化はなく、檀紙交差点〜寿町交差点間の所要時間も⼤きな変化なし。

香川県渋滞対策協議会３．道路を賢く使う取り組み（経路誘導による渋滞対策）【効果検証結果】
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上天神町

高松西IC

郷東町

中新町

番町

サンポート⾼松⽟藻

番町1丁⽬

天神前
⻲⾩⼩学校⻄

花ノ宮町

ゆめタウン⼊⼝(東紙町）

三条町

峰⼭⼝

伏⽯町

太⽥上町南

新籠池

⾼松市出作町

三名町

東永井

⻄永井

成合⼤橋⻄

檀紙

⽡町1丁⽬

塩上五差路

琴電松島踏切

詰⽥川⻄

⽊太南⼩学校北

札場

郷東町
本町踏切

福岡町1丁⽬

凡 例
国道11号経由ルート
迂回ルート
主要渋滞箇所

○社会実験実施前・実施中における国道11号・県道176号の交通流動・所要時間の変化

出典：警察トラカン交通量
（事前：H27.11.14-12.11、実施中：H28.11.14～12.11 7～19時平均）

国道11号（中野町北行き）県道176号（檀紙北側流出）

出典：Bluetooth調査結果
事前：11/6（日）、実施中①：12/4（日）、実施中②：12/11（日）

実施前・実施中の
断面交通量割合は変化なし

県道176号の交通分担率は
実施前・実施中で1～5％増加▼檀紙〜寿町交差点間通⾏⾞両の交通分担率

▼断⾯交通量による交通分担率

国道11号ルート

県道176号ルート

176

県道176号に
1～5％転換

（Bluetooth調査）

中野町

寿町

檀紙

※カッコ（）内の数値は、Bluetooth調査結果による檀紙から寿町への推定交通量
上記は、補⾜率2〜8％程度の調査結果に基づく、算出値である。

補⾜率=Bluetoothによるアドレス取得数／交通量

※カッコ（）内の数値は、常時観測交通量による国道11号＋県道176号の断⾯交通量

19.5 
17.5 18.5 

16.4 

19.3 
17.5 

18.8 
16.3 

0

5

10

15

20

25

30

国道11号 県道176号 国道11号 県道176号

平日 休日

所
要

時
間

（
分

）

実施前 実施中

▼所要時間の変化（檀紙→寿町）

実施前・実施中の
所要時間は変化なし

実施中実施前

出典：民間プローブデータ
（事前：H28.10.14-11.11、実施中：H28.11.14～12.11 7～19時平均）



香川県渋滞対策協議会３．道路を賢く使う取り組み（経路誘導による渋滞対策）【効果検証結果】
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■広報媒体を⾒て、約４割が経路転換の意思を⽰し、うち約５割が実際に経路転換。
■広報媒体を⾒た⼈は、⾒ていない⼈に⽐べて約３割ほど県道176号を利⽤している⼈が多く、情報提供による経路誘導の効果があったと⾔える。

○アンケート・ヒアリング結果から⾒た経路誘導の効果
▼情報提供による⾏動変容

【情報提供による県道176号の利⽤意向】

県道176号を利用
しようと思った

43％

思わない
22％

いつも県道176号
を使っている

35％

有効回答数：n=95

県道176号
54％

国道11号
その他
46％

有効回答数：n=41

県道176号を利用してみようと思った人の
約半数（54％）が実際に県道176号を利用

【広報媒体の認知度別の利⽤経路】

国道11号

51%

国道11号

79%

県道176号

49%

県道176号

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

広報を見た人(n=53)

広報を見ていない人

(n=34)

国道11号 県道176号

【県道176号への経路転換による到達時間の変化】

分からない
38％

早いと思う
58％

県道176号を利用した人の
約6割が目的地に
早く到着したと回答

【広報媒体】

など

【チラシ】 【道路情報板】

【路上看板】 【道路横断幕】

早いと
思わない

4％

※「いつも県道176号を利用している」と回答した人は除く

【実際に⾛⾏した経路
（県道176号を利⽤してみようと思った⼈）】

有効回答数：n=62

【広報たかまつ】

広報媒体を見た人は、
県道176号の利用率が

約3割高い



４．道路を賢く使う取り組み（⾼速道路活⽤による渋滞対策）
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■実施時期 ：H29.2⽉1⽇〜3⽉26⽇（平休）
■転換対象交通：国道11号バイパスを利⽤して、檀紙交差点〜佐古東交差点を通過する交通（往復⽅向）
■広報媒体 ：路上看板、道路横断幕、道路情報板、チラシ、ホームページサイト＋WEB広告、ラジオ

香川県渋滞対策協議会

○広報箇所

1 路上看板

2 道路横断幕

3 道路情報板

4 チラシ

5 ホームページ専⽤サイト＋WEB広告

6 ラジオ

○箇所数 ：６箇所
○設置箇所：主要交差点手前

○箇所数 ：８箇所
○設置箇所：横断歩道橋

○箇所数 ：６箇所（国交省３、警察３）
○実施箇所：国道１１号、国道３２号 情報板

○枚 数 ：３０００枚
○設置箇所：コンビニ、スーパー 等

○頻 度 ：１１０万回以上／月 × ２ヶ月
○掲載箇所：大手検索サイト（香川エリア）

○概 要：平日３回／日 × ２０日間
休日３回／日 × ８日間

横断幕

路上看板

○広報媒体と頻度

主要渋滞箇所

檀紙交差点

佐古東交差点

路上看板

チラシ

ＷＥＢ広告

ラジオ

春⽇川新橋⻄詰交差点

新⻄⼭崎交差点

横断幕道路情報板

道路情報板

３．道路を賢く使う取り組み（⾼速道路活⽤による渋滞対策）【社会実験広報計画 概要】
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■広報の実施状況について

香川県渋滞対策協議会

○路上看板

22

○道路横断幕

○道路情報板

○チラシ等

３．道路を賢く使う取り組み（⾼速道路活⽤による渋滞対策）【社会実験広報計画 概要】


